
欧州研究プログラム（ESP） 

    欧州研究プログラム（ESP）は 

    ＥＵを中心とした統合が進展し、政治・経済・社会のあらゆる方面で既存の秩序が変容 

    している現代ヨーロッパについて正確な知識を得て、最新の研究方法で研究したいと考える 

    人のためのプログラムです 

  欧州研究プログラム（ESP）に参加すると 

    ・修士論文作成のためにドイツで現地調査旅行を行なう場合に、ドイツ・ヨーロッパ 

     研究センターの奨学助成金による援助を受けることができます 

    ・修士号「欧州研究」が授与されます ※博士課程進学の道は他の修士課程修了者と同様に開かれています  

      ・ヨーロッパ各国のEU研究者の講義、EU機関の訪問、ヨーロッパの大学の学生との交流を

行う「欧州夏期セミナー（ESA)」に参加する場合に、ドイツ・ヨーロッパ研究センターの

奨学助成金による助成を受けることができます 

＜問い合わせ先＞ 
 

平松英人（助教） 
 

ドイツ・ヨーロッパ研究センター事務室（9号館3階313号室） 
TEL/FAX: 03-5454-6112  E-mail: desk@desk.c.u-tokyo.ac.jp  http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/ 

   

欧州研究プログラム（ESP）登録用紙提出締切 

ドイツ・ヨーロッパ研究センター（仮登録）： 4月10日18時（金） 

     ※登録用紙はドイツ・ヨーロッパ研究センターのHPからダウンロードできます 

ガイダンス日程 

    4月3日（金）16:30～17:30 

  8号館1階112番教室 

  共通基礎科目（必修） 

   現代欧州研究の方法（輪講） 

  政治学研究の方法（平島健司）哲学研究の方法(梶谷真司）（齋藤渉） 

  EU研究の方法（森井裕一） 外交史の方法（小川裕之）（Heidenreich） 

  現代史研究の方法（石田勇治） 比較史の方法（平松英人）  

 欧州研究演習Ⅰ・Ⅱ（スーパーバイズド・リーディングス） 

    ヨーロッパ現代史   ヨーロッパ統合   現代ヨーロッパ経済史  現代ヨーロッパ思想    

    ドイツ政治    ドイツ現代史 から指定の10冊（5冊×2） 

選択必修科目 

    欧州統合史（小野塚知二）  欧州政治論（森井裕一）  EU法（伊藤洋一）  

    欧州公共秩序思想（齋藤渉）  現代ドイツ基層論（石田勇治） 

・欧州研究プログラム(ESP)への登録を考えている方は必ずガイダンスに参加してください 

・個別相談会を随時開催しています。関心のある方はいつでもご連絡ください 

・プログラムの詳細はドイツ・ヨーロッパ研究センターのHPでも確認できます 


